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1995年 「ボランティア」元年

⇒ ボランティアの活躍

・ 「ボランティア」のコーディネート団体の誕生

ボランティアが自身の記録を保存

「震災・活動記録室」

・ 「分際」を越える活動（外岡秀俊『地震と社会下』1998)

歴史資料保全情報ネットワーク（史料ネット）

神戸大学震災文庫 など
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「震災資料」の誕生
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1995年 震災記録の保存活動

□「震災の記録」を残そう

1月19日 阪神大震災地元NGO救援連絡会議

3月27日 震災・活動記録室

5月 やったことを記録に残すボランティア大集会

ボランティアの活
動記録を残そう！

集まっちゃった！



1995年 1.17午前5時46分、兵庫県南部地震発生

1.19ボランティア団体（ボ）：阪神大震災地元NGO救援連絡会議

2.13（ボ）：歴史資料保全情報ネットワーク（史料ネット）開設

3.27（ボ）：震災・活動記録室発足（地元NGO救援会議内）
4
月
図書館関係（図）：震災記録を残すライブラリアン・ネットワーク（ライブラリアン・ネット）結成

4.28（図）：神戸市立図書館、震災関連図書コーナー開設

5月（図）：神戸大学附属図書館震災文庫、本格的活動開始

5.13（ボ）：震災・活動記録室主催、「やったことを記録に残すボランテイア大集会」

10.1
兵庫県（行政）：兵庫県復興本部、阪神・淡路大震災に関する資料・記録の収集を開始、事業を財）21世
紀ひようご創造協会に業務委託

10.3（図）：神戸大学附属図書館震災文庫、一般公開

11.3（図）：兵庫県立図書館、フェニックス・ライブラリー開設

1997年 1.17（行政・ボ）：人・街・ながた震災資料室開設

12.2
6
（行政）：財）阪神・淡路大震災 記念協会設立

1998年 3.14（ボ）：震災・まちのアーカイブ設立（震災・活動記録室から）

4.1（行政）：阪神・淡路大震災記念協会が21世紀ひようご創造協会の収集事業を引き継ぐ
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チラシ・日誌など
1次資料の収集
インタビューなど

ミニコミの
収集
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震災・活動記録室



概要
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＊設立 1998年3月

震災・活動記録室から資料保存部門
が分かれる

＊設立メンバー

歴史研究者・詩人・主婦・資料保存

＋活動・記録室メンバー

＋建築家など

＊所在地

神戸市長田区東尻池町（～2016）

→ 神戸市垂水区へ
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1998年3月設立
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記録を残すこととは、「私たち自身がこれまでを
検証し、よりよい未来を自分の手で作るために
欠くことのできない作業」です。今、震災一次資
料の保存に取り組み震災の記録を残すことは、
遠回りしているけれども、震災の引き起こした
問題を根もととの部分で考える確実な方法の
ひとつだと信じます。
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震災・まちのアーカイブの設立

１）震災一次資料に関する調査・保存・整理
ー 「震災・活動記録室」収集した

震災ボランティア資料の引継ぎ

２）被災地での「まちのアーカイブ」づくり
ー 資料を生み出した人・機関が自ら

保存していくお手伝い

３）被災地の記憶と記録を考える

◆アーカイブとは
「自らの記憶をたど
りながら、様々な
記録を検証する
場所」

◆「まち」にあること
私たちが歴史を語り
継ぐ鍵



□震災資料の収集・整理・保存

□発信

→『瓦版 なまず』/冊子

→カフェ/読書会など

□展示＊

□東日本大震災とのかかわり
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活動



□資料整理
－中央区ボランティア資料
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中央区ボランティア資料目録
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中央区ボランティア資料画像
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中央区ボランティア資料画像



中央区ボランティア資料
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□発信
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＊瓦版なまず 1号～
＊なまず合冊 ⇒ 『サザエさんたちの呼びかけ』
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震災の記憶と記録を考える
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「阪神大震災・記憶の＜分有＞のための
ミュージアム構想｜展」

「阪神大震災・記憶の＜分有＞
のためのミュージアム構想｜展」

日時： 2005年1月14日～23日

場所：CAP HOUSE（旧神戸移住センター内）
元町駅から北へ徒歩12分

神戸市中央区山本通3-19-8

主催： ［記憶・歴史・表現］フォー
ラム。

歴史学研究者の寺田匡宏を代表として、建築史、社会学、民俗学の研
究者や詩人、キュレーターなど13人からなる、記憶表現のあり方を研

究するグループが実施。2002年、トヨタ財団の助成。
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「棚へ－<未来>の配達のために」 震災・まちのアーカイブ＋笠原一人
託された震災一次資料の展示 【ドキュメント資料＋インスタレーション】
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瓦版なまず第24号
2008年3月

◆アーカイブとは
「自らの記憶をたどりながら、
様々な記録を検証する場所」

＋

アーカイブする（動詞）の実践の場
アーカイブするとは
⇒ 収集する
⇒ 名づける（資料と認定）
⇒ 整理する ⇒ 閲覧・利用

「灘ボランティア資料」の
目録作成



東日本大震災を経て

□トークセッション 2014年1月13日

→『記憶をつなぐー災厄の現場から』

□福島県飯舘村訪問

□長谷川忠一氏資料の受け入れ
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加川広重 巨大絵画が繋ぐ東北と神戸2014
デザイン・クリエイティブセンター
2014．1.5～1.17
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中性紙箱大中性紙箱小 段ボール箱

震災・まちのアーカイブ 3 6

震災・活動記録室 19 2 15

長谷川忠一氏資料 25 6

ジュネシス 2

三浦照子氏資料 1

すたあと長田 1

中央区ボランティア 1

灘ボラ 4

コミュニティ基金 1

映像・DVD 1

58 14 15

□20年の活動のまとめ


